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村 

栄 

政 

美 

編 

  

七
〇
一 

七
〇
二  

七
一
二 

七
一
三 

七
二
〇 

七
三
五 

七
六
九 

五
九
三 

六
〇
〇 

六
〇
三 

六
〇
四 

六
四
五  

西 

暦 

大
宝 

元 

大
宝 

二 

 

和
銅 

五 

和
銅 

六 

養
老 

四 

天
平 

七 

神
護
景
雲
三 

推
古 

元 

推
古 

八 

十
一 

十
二 

大
化 

元 

 

年 
号 

奈良時代 飛鳥時代 時
代 

  島
治
者 

村 

長 

町 

長 

大
宝
律
令
が
で
き
た
。 

多
禰
（
た
ね
）
の
隼
人
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。 

こ
の
乱
が
し
ず
め
ら
れ
て
後
、
戸
籍
法
が
し
か
れ
た
。 

「
古
事
記
」
が
で
き
た
。 

大
隅
の
国
が
置
か
れ
た
。 

南
島
人
二
三
二
人
に
位
を
授
け
る
。 
「
日
本
書
記
」
が
完
成
。 

南
の
島
に
島
名
や
距
離
な
ど
を
書
い
た
札
を
立
て
、
遣
唐
使
の
便
を
は
か
っ
た
。 

和
気
清
麻
呂
が
大
隅
に
流
さ
れ
た
。 

聖
徳
太
子
が
摂
政
と
な
る
。 

こ
の
こ
ろ
、
按
司
が
発
生
す
る
。
（
沖
縄
） 

聖
徳
太
子
が
冠
位
十
二
階
を
定
め
る
。 

聖
徳
太
子
が
十
七
条
の
憲
法
を
定
め
る
。 

大
化
の
改
新 

こ
の
こ
ろ
、
多
禰(

た
ね
）、
夜
玖(

や
く
）、
菴
美(

あ
ま
み)

な
ど
が
よ
く
大
和
に
入
貢
し
て
い
た
。 

事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項 

一
三
五
〇 

一
三
九
五 

一
四
一
六  

一
四
二
九 

一
四
五
八 

一
四
六
六 

一
五
三
七 

一
五
四
三 

一
五
四
九 

一
一
九
二 

一
二
六
〇 

一
二
六
六 

一
三
一
四 

八
〇
〇 

八
二
四 

八
九
四 

一
一
六
〇 

一
一
七
七 

一
一
八
五 

正
平 

五 

応
永 

二 

応
永
二
十
三 

 

永
享 

元 

長
禄 

二 

文
正 

元 

天
文 

六 

 
 
 

十
二 

 
 
 

十
八 

建
久 

三 

文
応 

元 

文
永 

三 

正
和 

三 

延
暦 

十
九 

天
長 

元 

寛
平 

六 

永
暦 

元 

治
承 

元 

文
治 

元 

室町時代 鎌倉時代 平安時代 

大屋子時代 世之主  

琉
球
察
度
即
位
し
て
中
山
王
と
な
る
。 

世
之
主
、
こ
の
こ
ろ
島
主
に
な
る
。 

北
山
滅
亡
。 

世
之
主
こ
の
こ
ろ
自
殺
と
推
定
さ
る
。 

尚
巴
志
、
三
山
を
統
一
。 

護
佐
丸
の
乱
。
阿
麻
和
利
の
乱
。 

尚
徳
王
、
喜
界
島
を
討
つ
。 

尚
清
王
、
大
島
を
討
つ
。 

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
、
種
子
島
に
流
れ
つ
く
。
鉄
砲
伝
来
。 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
、
鹿
児
島
に
上
陸
。
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
。 

源
頼
朝
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る
。 

琉
球
英
祖
王
即
位
す
る
。 

大
島
な
ど
、
初
め
て
琉
球
に
入
貢
。 

こ
の
こ
ろ
か
ら
三
山
が
対
立
す
る
。 

大
隅
・
薩
摩
に
班
田
を
行
う
。 

多
禰
国
が
廃
止
さ
れ
、
大
隅
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

遣
唐
使
を
廃
止
す
る
。 

源
頼
朝
、
伊
豆
に
流
さ
れ
る
。 

僧
都
俊
寛
な
ど
、
鬼
界
島
に
流
さ
れ
る
。 

平
家
滅
亡
。
平
資
盛
、
有
盛
、
行
盛
ら
逃
れ
て
鬼
界
島
に
着
く
。 

和
泊
町
史
年
表 

和
泊
町
史
年
表 
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一
六
〇
五 

一
六
〇
九 

一
六
一
〇   

一
六
一
三 

一
六
一
六   

一
六
二
三 

一
六
九
〇 

一
七
八
六 

一
八
〇
〇 

一
八
一
〇 

一
六
〇
〇 

一
五
七
一 

 
 

十 
 

 
 

十
四 

 
 

十
五 

   
 

十
八 

元
和 

二 

   
 
 

九 

元
禄 

三 

天
明 

六 

寛
政
十
二 

文
化 

七 

慶
長 

五 

元
亀 

二 

江戸時代 
安土桃 
山時代  

与人時代 
奉公時代 

島役用人時代 
大屋子時代 

か
ら
い
も
琉
球
に
伝
わ
る
。 

薩
摩
藩
が
琉
球
を
く
だ
し
、
大
島
、
徳
之
島
、
喜
界
島
、
沖
永
良
部
島
・
与
論
島
を
直
轄 

琉
球
検
地
を
お
え
る
。 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  

地
と
し
た
。 

直
川
智
が
大
島
大
和
浜
で
砂
糖
き
び
を
試
植
す
る
。 

薩
摩
藩
、
大
島
の
代
官
を
任
命
す
る
。 

大
島
に
奉
行
を
置
き
、
道
之
島
全
体
を
管
轄
さ
せ
る
。 

徳
之
島
奉
行
を
置
き
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
を
管
轄
さ
せ
る
。 

沖
永
良
部
の
行
政
区
画
を
三
間
切
（
大
城
間
切
、
喜
美
留
間
切
、
徳
時
間
切
）
と
し
、
与 

人
三
名
を
お
き
、
ま
た
掟
、
目
差
、
筆
子
の
副
役
を
お
い
た
。 

儀
間
真
常
を
福
建
に
派
し
、
製
糖
法
を
学
ば
せ
る
。 

徳
之
島
と
分
立
し
て
代
官
な
ら
び
に
附
役
三
名
を
本
島
定
詰
に
し
、
与
論
は
本
島
に
属
し
た
。 

沖
永
良
部
の
人
口
調
査
を
す
る
。
（
九
、
一
四
五
人
） 

人
口
調
査
（
九
、
五
〇
八
人
） 

麻
疹
流
行
し
、
多
数
の
死
者
が
出
た
。 

文
化
、
文
政
の
こ
ろ
、
和
泊
の
薫
尾
子
（
と
う
び
し
、
安
永
八
年
生
、
安
政
元
年
逝
去
、 

享
年
七
十
六
、
余
多
、
有
川
薫
尾
子
の
曽
祖
父
）
と
、
手
々
知
名
の
盛
平
（
大
坪
盛
徳
曽 

祖
父
）
は
、
甘
蔗
苗
を
徳
之
島
か
ら
求
め
て
挿
植
し
製
法
を
伝
習
し
た
。 

関
ヶ
原
の
戦
い
。 

尚
元
王
、
大
島
を
征
服
す
る
。 

一
八
三
〇  

一
八
三
五 

一
八
五
七              

一
八
五
八 

一
八
五
九 

天
保 

元 

  
 
 

六 

安
政 

四 

             

安
政 

五 

 
 
 

六 

江戸時代 

与人時代 

調
所
笑
左
衛
門
、
財
政
改
革
一
切
の
責
任
を
委
任
さ
れ
、
こ
の
年
、
大
島
・
喜
界
・
徳
之 

島
三
島
の
砂
糖
惣
買
入
れ
を
始
め
た
。
砂
糖
の
専
売
で
あ
る
。 

永
良
部
、
与
論
に
痲
疹
流
行
し
、
多
数
の
死
者
が
出
る
。 

従
来
与
人
役
所
は
、
和
泊
村
の
三
ヵ
所
に
あ
っ
て
、
大
城
間
切
、
喜
美
留
間
切
、
久
志
検 

間
切
と
称
し
た
。
大
城
間
切
は
、
和
泊
、
和
、
大
城
、
赤
嶺
、
田
舎
平
、
後
蘭
、
下
城
、 

田
皆
、
島
尻
、
屋
子
母
、
瀬
利
覚
の
十
一
村
。
喜
美
留
間
切
は
、
手
々
知
名
、
出
花
、
畦 

布
、
根
折
、
玉
城
、
内
城
、
瀬
名
、
永
嶺
、
上
城
、
大
津
勘
、
知
名
、
上
平
川
、
下
平
川 

皆
川
の
十
四
村
。
久
志
検
間
切
は
、
喜
美
留
、
国
頭
、
西
原
、
古
里
、
久
志
検
、
余
多
、 

屋
者
、
芦
清
良
、
黒
貫
、
徳
時
、
馬
鹿
の
十
一
村
で
あ
っ
た
。
大
城
間
切
、
喜
美
留
間
切
、 

久
志
検
間
切
を
和
泊
方
、
東
方
、
西
方
と
改
称
し
た
。 

和
泊
方
は
、
和
泊
、
手
々
知
名
、
喜
美
留
、
国
頭
、
西
原
、
出
花
、
畦
布
、
根
折
、
内
城
、 

大
城
、
皆
川
、
古
里
、
玉
城
、
和
の
十
四
ヵ
村
。 

東
方
は
、
余
多
、
屋
者
、
上
平
川
、
下
平
川
、
芦
清
良
、
黒
貫
、
瀬
利
覚
、
知
名
、
屋
子 

母
、
大
津
勘
、
徳
時
の
十
一
ヵ
村
。 

西
方
は
、
瀬
名
、
永
嶺
、
田
皆
、
馬
鹿
（
正
名
）
、
島
尻
、
下
城
、
上
城
、
田
舎
平
（
谷
山
）
、 

後
蘭
、
久
志
検
、
赤
嶺
の
十
一
ヵ
村
。 

与
人
役
所
を
、
和
泊
（
東
北
端
）
、
芦
清
良
（
東
北
端
）
、
上
城
（
東
端
）
に
移
転
し
た
。 

伊
延
港
築
造
。 

沖
永
良
部
島
人
口
調
査
、
一
一
、
九
七
五
人
（
男
五
、
六
一
七
人
、
女
六
、
三
五
八
人
）
、
郷

士
格
四
家
部
九
三
人
。
流
罪
人
九
五
人
。 
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一
八
六
九 

一
八
七
一     

一
八
七
二    

一
八
七
三 

一
八
六
〇 

一
八
六
二   

一
八
六
三 

一
八
六
四  

一
八
六
六  

万
延 

元 

文
久 

二 

   
 
 

三 

元
治 
元 

 

慶
応 

二 

 

 

明
治 

二 

 
 
 

四 

     
 
 

五 

    
 
 

六 

明治時代 江戸時代 

 与人時代 

高
千
穂
神
社
建
立
。 

人
口
調
査
、
一
四
、
四
六
三
人
（
男
六
、
八
六
六
人
、
女
七
、
四
七
一
人
）
。 

世
之
主
・
四
並
蔵
神
社
建
立
。
ヒ
ダ
ワ
シ
解
放
。 

女
子
の
入
れ
墨
の
習
慣
が
禁
ぜ
ら
れ
た
。 

弁
天
を
厳
島
、
金
毘
羅
を
大
物
主
、
天
神
を
菅
原
神
社
と
改
号
す
る
。 

廃
藩
置
県
。 

暴
風
に
よ
り
民
家
、
伊
延
波
止
、
西
方
役
所
大
破
し
、
西
方
役
所
を
田
舎
平
へ
移
転
す
る
。 

砂
糖
二
三
二
万
斤
産
す
。 

戸
籍
調
査 

太
陰
暦
を
廃
し
、
太
陽
暦
を
使
う
よ
う
に
な
る
。 

人
口
調
査
、
一
四
、
七
二
七
人 

従
来
甘
藷
は
赤
白
の
二
種
類
で
あ
っ
た
が
、
琉
球
よ
り
「
サ
ン
ダ
種
」
を
移
植
す
る
。 

大
暴
風
あ
り
。
徳
之
島
犬
田
布
騒
動
あ
り
。 

西
郷
隆
盛
、
本
島
に
禁
錮
せ
ら
れ
る
。 

義
盛
、
与
人
に
任
ぜ
ら
れ
る
。 

初
め
て
全
島
に
種
痘
を
行
う
。 

政
照
、
与
人
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
西
郷
隆
盛
、
帰
鹿
す
る
。 

甘
藷
新
品
種
「
赤
カ
ン
ダ
」
お
よ
び
「
鳥
島
」
を
、
琉
球
よ
り
求
め
て
植
え
る
。 

沖
永
良
部
島
人
口
調
査
、
一
三
、
三
三
六
人
（
男
六
、
三
四
六
人
、
女
六
、
九
九
〇
人
）
。 

郷
士
格
九
三
人
。
流
罪
人
七
五
人
。 

 
 
 

 

 
 

 
 

一
八
七
四 

一
八
七
五  

一
八
七
六 

一
八
七
七         

一
八
七
八 

一
八
七
九 

   

明
治 

七 

 
 
 

八 

  
 
 

九 

 
 
 

十 

         
 

十
一 

 
 

十
二 

明治時代 

戸長時代 

戸
長
土
持
政
照
が
ラ
ン
プ
を
東
京
か
ら
持
っ
て
き
た
。 

与
人
を
戸
長
、
間
切
横
目
を
副
戸
長
と
改
称
す
る
。 

与
論
島
、
沖
永
良
部
か
ら
独
立
す
る
。 

貨
幣
融
通
開
始
。
鮫
島
中
属
支
庁
長
と
な
る
。 

沖
島
曾
謙
、
操
坦
栽
、
沖
利
有 

戸
長
に
任
命
。 

東
西
二
戸
長
役
所
を
和
泊
方
に
合
併
。 

初
め
て
学
校
設
置
。
平
民
に
も
名
字
使
用
が
許
さ
れ
る
。
商
店
開
始
。 

撰
玄
碩
戸
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
島
尻
暗
川
の
入
り
口
修
築
。 

福
永
信
治
、
支
庁
長
と
な
る
。
西
南
の
役
起
こ
る
。 

全
島
に
十
七
の
小
学
校
を
設
置
。 

和
泊
学
校
（
和
泊
）
、
国
頭
学
佼
（
国
頭
）
、
畦
布
学
校
（
畦
布
）
、
花
实
学
校
（
西
原
）
、
玉 

城
学
校
（
玉
城
）
、
内
城
学
校
（
内
城
）
、
皆
川
学
校
（
皆
川
）
、
余
多
学
校
（
余
多
）
、
平
川 

学
校
（
上
平
川
）
、
清
良
学
校
（
芦
清
良
）
、
覚
知
学
校
（
瀬
利
覚
）
、
徳
風
学
校
（
大
津
勘
）
、 

島
尻
学
校
（
住
吉
）
、
田
皆
学
校
（
田
皆
）
、
下
城
学
校
（
下
城
）
、
後
蘭
学
校
（
後
蘭
）
、
永 

誉
学
校
（
永
嶺
）
の
十
七
校
。 

女
童
の
就
学
が
始
ま
る
。 

風
葬
が
禁
止
さ
れ
埋
葬
に
改
め
ら
れ
た
。 

郵
便
局
設
置
。 

琉
球
に
沖
縄
県
を
置
く
。 

大
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
を
も
っ
て
大
島
郡
と
し
た
。 
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一
八
八
〇     

一
八
八
一  

一
八
八
二 

一
八
八
三   

一
八
八
四     

一
八
八
五 

  

明
治 

十
三 

     
 
 

十
四 

  
 
 

十
五 

 
 
 

十
六 

   
 
 

十
七 

    

十
八 

明治時代 

戸長時代 

郡
役
所
を
名
瀬
に
置
き
、
各
支
庁
を
廃
し
て
郡
役
所
出
張
所
を
置
い
た
。 

 
 

郡
長
心
得
郡
書
記
・
向
井
新
兵
衛
。
郡
書
記
・
土
持
政
照
、
操
坦
栽
。 

全
島
を
十
二
区
に
分
割
、
各
戸
に
戸
長
を
置
く
。 

 
 

沖
島
曽
謙
（
国
頭
役
場
）
、
沖
利
有
（
和
泊
役
場
）
、
撰
玄
碩
（
手
々
知
名
役
場
）
、 

 
 

沖
利
経
（
玉
城
役
場
）
、
町
田
实
矩
（
大
津
勘
役
場
）、
安
藤
佳
竹
（
田
皆
役
場
）
、 

 
 

東
一
元
（
内
城
役
場
）
、
市
来
惟
信
（
上
城
役
場
）
、
矢
野
忠
正
（
芦
清
良
役
場
）
、 

 
 

本
城
宗
元
（
瀬
利
覚
役
場
）
、
甲
東
生
（
後
蘭
役
場
）、
操
坦
勁
（
余
多
役
場
） 

全
島
を
六
区
に
改
割
し
、
各
戸
に
戸
長
を
置
く
。
事
務
は
、
和
泊
役
場
一
ヵ
所
で
取
り
扱
う
。 

畦
布
村
、
喜
美
留
村
に
疑
似
コ
レ
ラ
流
行
し
、
死
者
二
十
数
名
を
出
す
。 

和
泊
正
則
小
学
校
に
初
等
科
と
、
中
等
科
が
設
け
ら
れ
た
。 

全
島
三
ヶ
方
に
復
旧
、
三
戸
長
と
な
る
。
正
則
小
学
校
全
焼
、
社
倉
資
金
で
和
泊
に
病
院
が 

で
き
た
。 

大
島
郡
役
所
の
各
島
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
た
。 

沖
永
良
部
徴
兵
適
令
者
受
検
大
島
出
頭
の
始
ま
り
。
（
二
六
四
名
） 

大
島
郡
役
所
を
廃
止
し
、
支
庁
を
設
置
し
た
。 

戸
長
所
轄
を
二
区
分
し
て
、 

 
 

一
つ
は
和
泊
村
ほ
か
十
七
村
、
戸
長
役
場
を
和
泊
村
に
置
く
。 

 
 

一
つ
は
知
名
村
ほ
か
十
七
村
、
戸
長
役
場
を
知
名
村
に
置
く
。 

節
検
申
合
に
よ
り
、
生
年
祝
、
年
日
祝
な
ど
を
廃
止
す
る
。 

徴
兵
に
よ
り
、
和
村
・
大
吉
政
宜
志
、
畦
布
村
・
森
里
宜
志
入
営
す
る
。 

一
八
八
七    

一
八
八
八   

一
八
八
九 

一
八
九
〇  

一
八
九
一 

一
八
九
二    

一
八
九
三  

一
八
九
四  

一
八
九
五 

明
治 

二
十 

   

二
十
一 

  

二
十
二 

二
十
三 

 

二
十
四 

二
十
五 

   

二
十
六 

 

二
十
七 

 

二
十
八 

明治時代 

戸長時代 

全
島
を
和
泊
、
知
名
の
両
方
に
分
か
ち
、
各
所
在
地
に
役
場
を
置
く
。 

 
 

和
泊
村
ほ
か
、
十
七
村
戸
長
・
土
持
政
照 

 
 

知
名
村
ほ
か
、
十
七
村
戸
長
・
操 

坦
勁 

巡
査
派
出
所
設
置
す
る
。 

こ
の
こ
ろ
よ
り
改
良
鉄
車
流
行
す
る
。 

全
島
戸
籍
改
正
・
戸
数
三
、
三
二
六
戸
。
人
口
一
八
、
七
一
七
人
（
男
九
、
一
二
三
人
、 

女
九
、
五
九
四
人
） 

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
。 

教
育
勅
語
発
布
。
沖
永
良
部
高
等
小
学
校
設
立
。 

屋
者
に
カ
ナ
ダ
船
漂
着
。 

大
島
各
島
定
期
航
海
開
始
。
（
朝
日
丸
で
月
一
回
） 

甘
蔗
「
読
谷
山
種
」
こ
の
こ
ろ
よ
り
普
及
す
る
。 

カ
ナ
ダ
政
府
よ
り
望
遠
鏡
を
お
く
ら
れ
る
。 

 

山
内
県
知
事
お
よ
び
大
島
信
衆
議
院
議
員
来
島
す
る
。 

沖
永
良
部
警
察
分
署
設
置
。
正
義
会
同
志
会
が
対
立
す
る
。 

操
坦
勁
和
泊
村
戸
長
に
、
沖
利
経
知
名
村
戸
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
る
。 

日
清
戦
争
が
起
こ
り
、
初
め
て
出
征
軍
人
あ
り
。 

大
島
分
教
場
設
立
。 

台
風
襲
来
。 

そ
れ
ぞ
れ
任
命 
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一
八
九
六  

一
八
九
七  

一
八
九
八 

一
八
九
九 

一
九
〇
〇 

一
九
〇
一  

一
九
〇
二  

一
九
〇
三 

一
九
〇
五  

一
九
〇
六 

一
九
〇
七  

一
九
〇
八 

 

明
治
二
十
九 

  
 

三
十 

  
 

三
十
一 

 
 

三
十
二 

 
 

三
十
三 

 
 

三
十
四 

  
 

三
十
五 

  
 

三
十
六 

 
 

三
十
八 

  
 

三
十
九 

四
十 

 

四
十
一 

明治時代 

 
戸長時代 

和
泊
に
大
島
区
裁
判
所
が
置
か
れ
、
登
記
事
務
を
行
う
。 

和
泊
、
知
名
両
方
と
も
道
路
一
新
の
大
修
繕
を
な
す
。 

知
名
郵
便
局
設
置
。 

和
泊
知
名
各
尋
常
小
学
校
新
築
。 

徳
之
島
、
和
泊
間
に
海
底
電
線
敷
設
。
九
月
一
日
か
ら
電
報
取
り
扱
い
開
始
。 

大
暴
風
雤
襲
来
。
日
根
野
侍
従
が
勅
使
と
し
て
来
島
。 

社
倉
解
散
さ
れ
る
。 

沖
永
良
部
高
等
小
学
校
が
、
和
泊
高
等
小
学
校
、
知
名
高
等
小
学
校
に
分
か
れ
る
。 

二
月
十
二
日
、
沖
永
良
部
に
初
め
て
雪
が
降
っ
た
。 

操
坦
勁
、
知
名
方
戸
長
に
任
命
さ
れ
る
。 

南
洲
神
社
お
よ
び
南
洲
記
念
碑
建
立
。 

沖
島
曾
徳
、
和
泊
村
戸
長
に
任
命
さ
れ
る
。 

郡
品
評
会
展
覧
会
、
和
泊
に
お
い
て
開
催
。 

土
持
綱
安
、
和
泊
戸
長
に
任
命
。 

小
米
港
口
暗
礁
除
去
工
事
起
工
。 

土
持
政
照
彰
徳
碑
建
立
。 

百
合
栽
培
始
ま
る
。
大
島
信
用
販
売
購
売
組
合
認
可
。 

下
城
沖
泊
道
路
竣
工
。 

島
嶼
町
村
制
施
行
。
六
年
制
義
務
教
育
实
施
。
和
泊
知
名
間
に
電
話
開
通
。 

和
泊
村
長
に
土
持
綱
安
、
知
名
村
長
に
操
坦
勁
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
る
。 

 
  

一
九
〇
九  

一
九
一
〇 

一
九
一
一  

一
九
一
二    

一
九
一
三 

一
九
一
四  

一
九
一
五   

一
九
一
六  

一
九
一
七 

  

明
治
四
十
二 

  
 

四
十
三 

 
 

四
十
四 

  
 

四
十
五 

大
正 

元 

   
 
 

二 

 
 
 

三 

  
 
 

四 

   
 
 

五 

  
 
 

六 

大正時代 明治時代 

土持網義村長 土持網安村長 

九
月
十
三
日
兼
久
原
に
お
い
て
和
泊
村
遙
拝
式
。 

土
持
綱
義
和
泊
村
長
に
、
龍
田
佐
隆
史
知
名
村
長
に
任
命
さ
れ
る
。 

風
疹
流
行
。
与
和
港
開
さ
く
工
事
。 

百
合
価
格
暴
騰
。
新
納
直
定
知
名
村
長
と
な
る
。 

昭
憲
皇
太
后
崩
御
。
欧
州
大
戦
始
ま
る
。
第
三
十
五
議
会
解
散
。 

田
中
省
三
、
本
郡
よ
り
代
議
士
に
選
出
さ
れ
る
。 

新
納
政
吉
、
県
会
議
員
に
再
選
さ
れ
る
。 

御
大
礼
に
付
き
、
三
日
間
大
祝
。
和
泊
記
念
桟
橋
築
造
。
百
合
暴
落
。 

夏
降
雤
続
き
の
た
め
甘
庶
未
曾
有
の
繁
茂
。
永
嶺
線
里
道
成
る
。 

和
泊
村
青
年
団
成
立
。 

第
五
部
青
年
団
発
会
式
挙
行
。 

林
為
良
、
代
議
士
と
な
る
。 

知
名
白
浜
港
に
お
い
て
、
平
安
座
人
の
佐
多
巡
査
殺
し
事
件
あ
り
。 

坂
本
元
明
、
代
議
士
と
な
る
。 

福
岡
富
隆
、
知
名
村
長
に
任
命
さ
れ
る
。 

南
洲
神
社
に
西
郷
文
庫
設
け
ら
れ
る
。 

韓
国
併
合
。
販
売
組
合
与
和
倉
庫
人
工
石
を
も
っ
て
建
設
。 

和
泊
尋
常
高
等
小
学
校
新
築
開
校
。
腸
チ
フ
ス
流
行
。 

大
地
震
あ
り
。 

明
治
天
皇
崩
御
。 
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一
九
一
八 

一
九
一
九 

一
九
二
〇    

一
九
二
一  

一
九
二
二   

一
九
二
三 

一
九
二
四  

一
九
二
五  

一
九
二
六  

一
九
二
七 

大
正 

七 

 
 
 

八 

 
 
 

九 

    
 
 

十 

  
 
 

十
一 

   
 
 

十
二 

 
 
 

十
三 

  
 
 

十
四 

 
 
 

十
五 

昭
和 

元 

  
 
 

二 

 大正時代 

沖島曾徳村長 沖元網村長 
 

大
島
島
庁
が
廃
止
さ
れ
大
島
支
庁
と
な
る
。 

沖
永
良
部
分
署
が
沖
永
良
部
警
察
署
に
昇
格
。 

天
皇
、
奄
美
大
島
行
幸
。
沖
元
綱
、
県
会
議
員
と
な
る
。 

伊
延
に
南
洲
上
陸
記
念
碑
建
立
。 

国
頭
大
城
線
里
道
成
る
。
紬
業
繁
盛
。 

戦
後
景
気
に
よ
り
、
百
合
砂
糖
高
値
。
南
洲
橋
、
余
多
橋
竣
工
。 

大
島
郡
に
町
村
制
が
布
か
れ
、
町
村
会
議
員
が
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
議
員
に
よ
り
町
村

長
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

沖
元
綱
、
和
泊
村
長
と
な
る
。 

 

初
め
て
飛
行
機
が
島
の
上
空
を
飛
ん
だ
。 

沖
島
曾
徳
の
頌
徳
碑
が
後
蘭
に
立
て
ら
れ
た
。 

大
島
警
察
署
沖
永
良
部
分
署
新
築
移
転
。 

知
名
局
に
無
線
新
設
。
知
名
与
論
間
無
線
電
信
開
始
。 

大
島
区
栽
判
所
知
名
出
張
所
開
庁
。 

関
東
大
震
災
。
和
泊
港
の
開
さ
く
工
事
を
行
う
。 

沖
島
曾
徳
、
和
泊
村
長
と
な
る
。
東
前
広
、
知
名
村
長
と
な
る
。 

内
喜
名
港
開
さ
く
工
事
。 

普
通
選
挙
法
公
布
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
米
の
二
期
作
が
普
及
す
る
。 

大
正
天
皇
崩
御
。 

 

一
九
二
八 

一
九
二
九 

一
九
三
〇 

一
九
三
一 

一
九
三
二  

 
 

 

一
九
三
四   

一
九
三
五  

一
九
三
六 

一
九
三
七 

一
九
三
八   

一
九
三
九 

一
九
四
〇 

 

昭
和 

三 

 
 
 

四 

 
 
 

五 

 
 
 

六 

 
 
 

七 

   
 
 

九 

  
 
 

 

 
 
 

十 

  
 
 

十
一 

 
 
 

十
二 

 
 
 

十
三 

   
 
 

十
四 

 
 
 

十
五 

昭 和 時 代 

山下兼道  
村 長 皆川恵三村長 

重信饒 
丕村長 

山口禎 
善村長 沖島曾徳村長 

こ
の
こ
ろ
初
め
て
、
沖
永
良
部
に
自
動
車
が
き
た
。 

吉
松
総
照
、
知
名
村
長
と
な
る
。
甘
蔗
「
大
茎
種
」
が
試
植
さ
れ
た
。 

沖
永
良
部
電
気
株
式
会
社
（
発
電
所
古
里
）
が
点
灯
を
開
始
し
た
。 

県
議
沖
元
綱
、
小
米
港
で
遭
難
死
去
。 

満
州
事
変
起
こ
る
。 

上
海
事
変
起
こ
る
。
山
口
禎
善
、
和
泊
村
長
と
な
る
。 

百
合
生
産
過
剰
の
た
め
百
万
余
球
を
海
に
投
ず
。
百
合
騒
動
あ
り
。 

学
校
で
、
石
盤
石
筆
時
代
が
消
え
た
。 

重
信
饒
丕
、
和
泊
村
長
と
な
る
。 

 

和
泊
、
知
名
両
村
に
青
年
学
校
が
創
設
さ
れ
た
。 

皆
川
恵
三
、
和
泊
村
長
と
な
る
。 

明
治
四
十
五
年
以
来
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
た
高
等
科
三
年
が
廃
止
さ
れ
た
。 

日
華
事
変
起
こ
る
。 

国
家
総
動
員
法
成
立
。
張
鼓
峰
事
件
起
こ
る
。 

安
田
森
信
、
知
名
村
長
に
な
る
。 

小
学
校
で
健
児
団
の
訓
練
が
盛
ん
に
な
っ
た
。 

山
下
兼
道
、
和
泊
村
長
と
な
る
。 

日
独
伊
三
国
同
盟
成
立
。 

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
行
事
あ
り
。 
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一
九
四
一  

一
九
四
三   

一
九
四
四  

一
九
四
五 

一
九
四
六    

一
九
四
七 

一
九
四
八    

一
九
四
九 

昭
和 

十
六 

  
 
 

十
八 

   
 
 

十
九 

  
 
 

二
十 

 
 

二
十
一 

    
 

二
十
二 

 
 

二
十
三 

    
 

二
十
四 

昭 和 時 代 

東 仲 一 町 長 
山下兼 
道町長  

太
平
洋
戦
争
起
こ
る
。
学
制
改
革
に
よ
り
小
学
校
が
国
民
学
校
と
な
る
。 

和
泊
村
に
町
制
施
行
（
初
代
町
長
山
下
兼
道
）
。
昭
和
橋
竣
工
。 

ア
ッ
ツ
島
玉
砕
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
。 

東
仲
一
、
和
泊
町
長
と
な
る
。 

知
名
に
米
潜
水
艦
か
ら
の
砲
撃
が
あ
っ
た
。 

島
に
エ
ラ
ブ
守
備
隊
が
駐
屯
し
た
。
米
国
機
に
よ
る
空
襲
が
始
ま
っ
た
。 

日
本
本
土
が
空
襲
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
。
藤
村
前
吉
、
知
名
村
長
と
な
る
。 

二
月
二
日
を
も
っ
て
鹿
児
島
県
か
ら
分
離
し
、
米
軍
政
府
下
に
お
か
れ
た
。 

大
島
支
庁
は
臨
時
北
部
南
西
諸
島
政
庁
と
改
称
さ
れ
、
支
庁
長
は
知
事
と
改
め
ら
れ
る
。 

（
初
代
知
事
、
豊
島
至
氏
） 

知
名
村
に
町
制
施
行
。 

臨
時
北
部
南
西
諸
島
知
事
豊
島
至
、
知
名
で
病
死
。
後
任
に
中
江
实
孝
が
任
命
さ
れ
た
。 

四
月
、
六
・三
・三
制
の
学
制
が
実
施
さ
れ
、
国
民
学
校
が
小
学
校
に
な
り
、
中
学
校
が 

新
設
さ
れ
、
和
泊
一
中
、
二
中
、
三
中
、
知
名
中
、
下
平
川
中
、
田
皆
中
が
創
立
さ
れ
た
。 

南
西
諸
島
の
決
定
通
貨
を
Ｂ
票
と
し
て
切
り
替
え
を
し
た
。 

知
名
藤
村
前
吉
町
長
再
選
。 

沖
永
良
部
警
察
署
落
成
す
る
。
北
大
島
対
南
大
島
の
相
撲
大
会
が
高
千
穂
で
行
わ
れ
た
。 

戦
後
初
め
て
、
百
合
球
根
を
積
ん
で
金
十
丸
本
土
へ
出
航
。 

琉
球
政
府
統
計
事
務
所
設
置
。
沖
永
良
部
高
等
学
校
創
設
。 

 
 

一
九
五
〇    

一
九
五
一    

一
九
五
二   

一
九
五
三     

一
九
五
四 

 

昭
和
二
十
五 

    
 

二
十
六 

    
 

二
十
七 

   
 

二
十
八 

     
 

二
十
九 

昭 和 時 代 

 東 仲 一 町 長 

市
町
村
制
公
布 

臨
時
北
部
南
西
諸
島
政
庁
を
奄
美
群
島
政
府
と
改
称
。 

奄
美
群
島
政
府
知
事
に
中
江
实
孝
再
選
さ
れ
る
。 

奄
美
群
島
議
員
選
挙
。
吉
松
軍
八
当
選
。 

大
山
に
米
軍
基
地
が
置
か
れ
る
。 

復
帰
協
議
会
が
生
ま
れ
、
活
発
な
運
動
が
行
わ
れ
る
。 

沖
永
良
部
高
等
学
校
が
現
在
地
に
移
転
統
合
さ
れ
る
。 

戦
後
再
び
電
灯
が
つ
い
た
。
琉
球
銀
行
沖
永
良
部
支
店
創
設
。 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
対
日
講
和
条
約
調
印
。 

群
島
政
府
が
廃
止
さ
れ
、
琉
球
政
府
が
発
足
す
る
。 

知
名
に
沖
永
良
部
測
候
所
開
設
。 

岡
本
経
良
知
名
町
長
と
な
る
。
十
島
村
が
日
本
へ
復
帰
す
る
。 

十
二
月
、
ダ
レ
ス
声
明
に
よ
り
奄
美
大
島
日
本
復
帰
な
る
。 

琉
銀
支
店
が
鹿
銀
支
店
に
な
る
。 

農
業
改
良
普
及
所
動
物
検
疫
所
置
か
れ
る
。 

統
計
事
務
所
日
本
政
府
に
引
き
継
が
れ
る
。 

沖
永
良
部
高
等
学
校
県
立
と
な
る
。 

重
村
中
久
、
第
三
代
和
泊
町
長
と
な
る
。
保
岡
武
久
、
衆
議
院
議
員
当
選 

食
糧
事
務
所
税
関
出
張
所
置
か
れ
る
。 

奄
美
群
島
復
興
特
別
措
置
法
公
布
。 
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一
九
五
五    

一
九
五
六   

一
九
五
七 

一
九
五
八 

一
九
五
九   

一
九
六
〇  

一
九
六
一 

昭
和 

三
十 

    
 

三
十
一 

   
 

三
十
二 

 
 

三
十
三 

 
 

三
十
四 

   
 

三
十
五 

  
 

三
十
六 

昭 和 時 代 

武 田 恵 喜 光 町 長 重村中久町長 

和
泊
港
改
修
工
事
始
ま
る
。 

大
型
製
糖
工
場
帝
国
物
産
、
屋
子
母
に
設
立
。 

名
瀬
工
事
事
務
所
沖
永
良
部
土
木
工
事
詰
所
設
置
。 

鹿
児
島
入
国
管
理
事
務
所
、
和
泊
駐
在
員
を
置
く
。 

「
沖
永
良
部
郷
士
史
料
」
発
行
。 

沖
永
良
部
バ
ス
運
行
開
始
。 

奄
美
興
発
Ｋ
Ｋ
和
泊
に
設
立
。 

和
泊
一
中
と
三
中
が
統
合
し
て
和
泊
中
学
校
に
、
二
中
が
城
ヶ
丘
中
学
校
に
な
っ
た
。 

第
四
代
町
長
に
武
田
恵
喜
光
就
任
。 

和
泊
町
役
場
、
和
泊
郵
便
局
、
和
泊
小
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
現
敷
地
へ
移
転
す
る
。 

土
木
改
良
事
業
始
ま
る
。
家
畜
保
健
所
置
か
れ
る
。 

神
川
盛
蔵
、
知
名
町
長
と
な
る
。
岡
本
経
良
、
県
議
会
議
員
当
選
。 

簡
易
水
道
、
畦
布
揚
水
施
設
工
事
着
工
。 

こ
の
こ
ろ
か
ら
Ｎ
Ｃ
Ｏ
（
甘
蔗
）
が
普
及
し
た
。 

知
名
町
大
山
に
茶
工
場
完
成
。 

国
民
健
康
保
険
事
業
始
ま
る
。
町
内
全
校
完
全
給
食
实
施
。 

拠
出
制
国
民
年
金
事
業
開
始
。
義
宮
様
御
来
島
。 

第
一
回
港
ま
つ
り
が
開
か
れ
る
。
赤
地
信
、
知
名
町
長
と
な
る
。 

第
二
室
戸
台
風
（
十
八
号
）
来
襲
、
被
害
を
受
け
る
。 

福
祉
駐
在
所
が
福
祉
事
務
所
と
な
る
。 

一
九
六
二    

一
九
六
三   

一
九
六
四   

一
九
六
五   

一
九
六
六      

一
九
六
七 

昭
和
三
十
七 

    
 

三
十
八 

   
 

三
十
九 

   
 

四
十 

   
 

四
十
一 

      
 

四
十
二 

昭 和 時 代 

武 田 恵 喜 光 町 長 

簡
易
水
道
給
水
開
始
（
四
五
七
戸
） 

町
長
に
武
田
恵
喜
光
再
選
さ
れ
る
。 

奄
美
興
発
㈱
と
共
和
産
商
㈱
が
合
併
し
て
南
栄
糖
業
㈱
と
な
る
。 

知
名
町
役
場
庁
舎
完
成
。 

昼
間
送
電
实
施
。
異
常
寒
波
お
よ
び
異
常
干
ば
つ
あ
り
。 

昇
竜
洞
発
見
さ
れ
る
。
世
之
主
神
社
、
南
洲
神
社
改
築
。 

入
国
管
理
事
務
所
出
張
所
に
昇
格
。 

和
泊
市
街
地
の
護
岸
工
事
完
成
。
伝
染
病
棟
建
設
。 

高
千
穂
神
社
、
菅
原
神
社
鉄
筋
に
改
築
。 

奄
美
群
島
振
興
特
別
措
置
法
公
布
。 

和
泊
中
学
校
に
屋
内
運
動
場
完
成
。
六
月
、
電
気
昼
夜
送
電
な
る
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
中
継
塔
、
大
山
に
完
成
。 

大
平
武
雄
、
知
名
町
長
と
な
る
。 

町
長
に
、
武
田
恵
喜
光
三
選
さ
れ
る
。 

城
ヶ
丘
中
学
校
に
屋
内
運
動
場
完
成
。 

名
瀬
土
木
出
張
所
沖
永
良
部
工
事
詰
所
、
沖
永
良
部
土
木
出
張
所
へ
昇
格
。 

和
泊
町
中
央
公
民
館
落
成
。
金
毘
羅
神
社
改
築
。 

沖
永
良
部
空
港
着
工
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
中
継
局
開
局
。 

農
業
構
造
改
喜
事
業
始
ま
る
。 

知
名
に
国
民
宿
舎
え
ら
ぶ
荘
完
成
。
和
泊
町
議
会
議
事
堂
完
成
。 
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一
九
六
八   

一
九
六
九      

一
九
七
〇     

一
九
七
一   

一
九
七
二 

昭
和
四
十
三 

   
 
 

四
十
四 

      
 
 

四
十
五 

     
 
 

四
十
六 

   
 
 

四
十
七 

昭 和 時 代 

武 田 恵 喜 光 町 長 

大
島
紬
織
工
教
習
所
開
設
。 

明
治
百
年
記
念
事
業
と
し
て
、
町
章
、
町
民
歌
、
町
民
憲
章
制
定
。 

国
の
合
同
庁
舎
竣
工
。
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
。 

衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
（
保
岡
武
久
当
選
）
。
町
民
プ
ー
ル
完
成
。 

奄
美
群
島
振
興
特
別
措
置
法
改
定
延
長
。 

沖
永
良
部
空
港
開
港
。
大
阪
航
空
局
沖
永
良
部
空
港
出
張
所
設
置
。 

沖
永
良
部
測
候
所
設
置
。
沖
永
良
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
完
成
。 

和
泊
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度
発
足
。 

知
名
町
長
に
大
平
武
雄
再
選
さ
れ
る
。 

町
長
に
武
田
恵
喜
光
四
選
さ
れ
る
。
和
泊
町
総
合
振
興
計
画
策
定
。 

「
沖
永
良
部
観
光
と
物
産
展
」
、
鹿
児
島
市
山
形
屋
デ
パ
ー
ト
で
開
催
。 

和
泊
港
に
一
五
〇
〇
ト
ン
級
船
舶
（
あ
ま
み
丸
）
初
接
岸
。 

県
営
圃
場
整
備
事
業
着
工
。
町
全
域
に
水
道
布
設
。 

城
ヶ
丘
中
学
校
に
プ
ー
ル
完
成
。 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
防
除
事
業
始
ま
る
。
農
村
地
域
集
団
電
話
開
通
。 

過
疎
地
域
振
興
計
画
策
定
。
和
泊
港
背
後
地
埋
立
工
事
着
工
。 

町
単
敬
老
年
金
制
度
創
設
。 

国
頭
部
落
に
、
へ
き
地
保
健
福
祉
館
完
成
。 

県
営
圃
場
整
備
事
業
完
成
。
空
港
―
知
名
間
県
道
舗
装
工
事
完
成
。 

給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
。
農
業
振
興
地
域
の
指
定
受
け
る
。 

 
 

 
 

一
九
七
三           

一
九
七
四 

  

昭
和
四
十
八 

           
 

四
十
九 

昭 和 時 代 

武 田 恵 喜 光 町 長 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ラ
ー
放
送
の
中
継
開
始
。
保
岡
興
治
、
衆
議
院
議
員
当
選
。 

大
島
地
区
総
合
社
会
教
育
研
究
大
会
開
催
さ
れ
る
。 

大
山
米
軍
基
地
が
航
空
自
衛
隊
に
移
管
。 

「
老
人
い
こ
い
の
家
」
完
成
。
和
泊
港
背
後
地
埋
立
工
事
竣
工
。 

大
城
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成
。 

国
頭
小
学
校
に
「
汐
ほ
す
母
の
像
」
完
成
。 

常
陸
宮
殿
下
、
妃
殿
下
御
来
島
。 

南
栄
糖
業
Ｋ
Ｋ
知
名
工
場
閉
鎖
。
き
び
価
格
大
幅
引
き
上
げ
総
決
起
大
会
。 

第
一
回
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会
。 

沖
永
良
部
島
電
報
電
話
局
開
局
、
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
開
始
。 

三
〇
〇
〇
ト
ン
級
船
舶
「
ひ
か
り
」
和
泊
港
初
接
岸
。 

知
名
町
長
に
大
平
武
雄
三
選
さ
れ
る
。
（
無
投
票
当
選
） 

県
合
同
庁
舎
手
々
知
名
に
竣
工
。 

町
長
に
武
田
恵
喜
光
五
選
さ
れ
る
。 

第
一
回
フ
リ
ー
ジ
ア
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
出
発
。 

五
〇
〇
〇
ト
ン
級
船
舶
「
神
戸
丸
」
和
泊
港
に
初
接
岸
。 

第
十
八
回
奄
美
群
島
市
町
村
議
会
議
員
大
会
開
催
。 

鹿
銀
沖
永
良
部
支
店
強
盗
事
件
。 

六
〇
〇
〇
ト
ン
級
船
舶
「
ク
ィ
ー
ン
コ
ー
ラ
ル
」
和
泊
港
に
初
接
岸
。 

内
城
小
学
校
体
育
館
完
成
。 
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一
九
七
五     

一
九
七
六      

一
九
七
七      

一
九
七
八 

  

昭
和 

五
十 

     
 

五
十
一 

      
 

五
十
二 

      
 

五
十
三 

昭 和 時 代 

武 田 恵 喜 光 町 長 

陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
道
路
新
設
工
事
竣
工
。
（
和
―
根
折
線
） 

徳
永
運
輸
大
臣
一
行
和
泊
港
等
視
察
。 

和
泊
保
育
所
開
設
。 

七
〇
〇
〇
ト
ン
級
船
舶
「
ク
ィ
ー
ン
コ
ー
ラ
ル
２
」
初
就
航
。 

第
十
七
回
奄
美
群
島
福
祉
大
会
開
催
。 

第
二
十
九
回
県
民
体
育
大
会
第
十
六
回
大
島
地
区
大
会
開
催
。 

知
事
と
語
る
会
。
玉
城
生
活
館
完
成
。 

農
業
後
継
者
育
成
大
会
。 

和
泊
町
港
湾
、
空
港
拡
張
整
備
促
進
期
成
会
発
足
。 

町
民
体
育
館
着
工
。
越
山
焼
却
炉
着
工
。 

天
皇
在
位
五
十
周
年
。
和
泊
港
待
合
所
完
成
。 

沖
永
良
部
空
港
に
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
初
着
陸
。 

衆
議
院
議
員
選
挙
。
（
保
岡
興
治
当
選
） 

和
泊
町
民
体
育
館
完
成
。 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
白
ゆ
り
の
園
）
完
成
。 

ユ
ニ
チ
カ
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
来
町
。 

沖
永
良
部
台
風
（
九
号
）
来
襲
し
、
全
島
に
壊
滅
的
被
害
を
及
ぼ
す
。 

西
郷
南
洲
没
後
百
周
年
記
念
行
事
。
畦
布
生
活
館
完
成
。 

知
名
町
長
選
挙
（
林 

安
盛
当
選
） 

町
長
に
武
田
恵
喜
光
六
選
。 

 
 

   

一
九
七
九      

一
九
八
〇 

    

昭
和
五
十
四 

      
 

五
十
五 

昭 和 時 代 

武 田 恵 喜 光 町 長 

柔
剣
道
場
落
成
。
伊
延
集
会
所
落
成
。 

南
洲
神
社
境
内
に
西
郷
南
洲
像
建
立
。 

復
帰
二
五
周
年
記
念
式
典
。
越
山
公
園
開
き
。 

大
島
地
区
駅
伝
大
会
開
催
。
谷
山
生
活
館
完
成
。 

仁
志
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成
。 

民
放
テ
レ
ビ
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
・
Ｋ
Ｔ
Ｓ
）
開
局
。 

伊
延
港
改
修
工
事
着
工
。 

南
西
航
空
、
沖
永
良
部
―
那
覇
間
開
航
。 

「
防
災
の
日
」
（
九
月
九
日
）
制
定
。
第
一
回
町
民
歩
こ
う
会
。 

古
里
生
活
館
落
成
。 

町
立
図
書
館
完
成
。
国
頭
保
育
所
落
成
。 

後
蘭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
落
成
。 

町
制
施
行
四
十
周
年
記
念
式
典
。 

農
村
情
報
無
線
開
局
。
町
立
図
書
館
開
館
。 

町
花
「
て
っ
ぽ
う
ゆ
り
」
、
町
木
「
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」
指
定
。 

「
教
育
の
町
」
「
交
通
安
全
の
町
」
宣
言
。 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
解
禁
。 

「
自
然
環
境
保
全
条
例
」
制
定
。 

新
農
業
構
造
改
善
事
業
多
目
的
研
修
館
（
和
泊
町
研
修
セ
ン
タ
ー
）
着
工
。 

過
疎
地
域
振
興
計
画
（
五
十
五
年
度
～
五
十
九
年
度
）
策
定
。 
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一
九
八
一       

一
九
八
二 

   
昭
和
五
十
六 

       
 

五
十
七 

昭 和 時 代 

武 田 恵 喜 光 町 長 

第
二
次
和
泊
町
総
合
振
興
計
画
策
定
。 

水
道
創
設
二
〇
周
年
記
念
式
典
。 

越
山
頂
上
に
戦
没
者
慰
霊
塔
建
立
。 

有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー
完
成
。 

第
一
回
「
フ
リ
ー
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催
。 

五
〇
〇
〇
ト
ン
級
船
舶
「
あ
か
つ
き
」
初
就
航
。 

第
三
五
回
県
民
体
育
大
会
第
二
二
回
大
島
地
区
大
会
開
催
。 

第
一
回
大
島
地
区
肉
用
牛
共
進
会
開
催
。 

初
の
土
曜
夜
市
開
催
。 

第
一
回
身
障
者
母
子
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
。 

町
長
に
武
田
恵
喜
光
七
選
さ
れ
る
。 

奄
美
群
島
地
区
植
樹
祭
。
（
高
千
穂
神
社
に
て
） 

第
一
回
「
フ
リ
ー
ジ
ア
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
」
開
催
。 

和
泊
保
育
所
増
築
落
成
。 

第
九
回
県
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
大
島
地
区
大
会
開
催
。 

大
島
地
区
輸
送
野
菜
生
産
推
進
大
会
開
催
。 

ウ
リ
ミ
バ
エ
不
妊
虫
、
初
の
空
中
放
飼
。 

五
〇
〇
〇
ト
ン
級
船
舶
「
ニ
ュ
ー
ク
ィ
ー
ン
コ
ー
ラ
ル
」
初
就
航
。 

地
域
別
家
庭
教
育
総
合
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。 

知
名
町
長
選
挙
（
日
吉
得
蔵
当
選
） 

 
 

一
九
八
三 

 

昭
和
五
十
八 

                     昭 和 時 代 

                    武田恵喜光町長 

和
泊
町
研
修
セ
ン
タ
ー
竣
工
。 

沖
永
良
部
与
論
地
区
消
防
組
合
発
足
。 

大
城
保
育
所
開
設
（
こ
れ
に
よ
り
全
校
区
に
認
可
保
育
所
が
完
成
）
。 

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡
協
議
会
発
足
。 

 
 

和
泊
町
（
鹿
児
島
県
） 

砺
波
市
（
富
山
県
） 

長
井
市
（
山
形
県
） 

 
 

下
田
市
（
静
岡
県
） 

松
く
い
虫
初
の
航
空
防
除
。 

農
村
集
落
多
目
的
共
同
利
用
施
設
落
成
。 

1222 1223 


